
 

 

 

２００７年「タイヤ点検結果」の報告 

（社）日本自動車タイヤ協会 

 
（社）日本自動車タイヤ協会（会長 南 雲 忠 信）は、都道府県警察・運輸支局、東日本・中日本・西日本の

各高速道路株式会社（旧 ＪＨ）、自動車及びタイヤ関連団体と協力し、２００７年（１月～１２月）に全国で

３３回の路上タイヤ点検を実施し、このほどその結果をまとめましたので、ここに発表致します。 

 

【タイヤ点検結果の概要】 

タイヤ点検を行った車両は、高速道路（含、自動車専用道路）１,３６３台、一般道路９２０台の合計２,２８

３台で、これらの車両のタイヤ整備状況は次の通りです。 

なお、本タイヤ点検結果の概要及び２００６年対比は、別表１～３に示しました。 

 

 １．タイヤの整備不良は26.7％  

タイヤ点検の結果、表－1の通り、点検車両２，２８３台のうち、タイヤに整備不良があった車両は６１

０台、不良率２６.７％となっており、２００６年の点検結果に比べ３.８ポイントの増加となっています。 

なお、道路別にみると、高速道路のタイヤ整備不良率は２４.５％で０.５ポイントの増加、 

一般道路では３０.０％で９.３ポイントの増加という結果となっています。 

 
 

     ２００７年     参考（２００６年）             年

 項目 高速道路 一般道路 合  計 高速道路 一般道路 合  計 

点検回数（回） ２２ １１ ３３ ２３ １５ ３８

点検車両Ａ（台） １，３６３ ９２０ ２，２８３ １，４０２ ７０２ ２，１０４

タイヤ整備不良車両Ｂ（台） ３３４ ２７６ ６１０ ３３６ １４５ ４８１

不良率Ｂ／Ａ（％） ２４.５ ３０.０ ２６.７ ２４.０ ２０.７ ２２.９

      対前々年増減 ０.５ ９.３ ３.８    －    －    － 

 
２．不良項目別ワースト1位は「空気圧不適正」 

タイヤの整備状況を項目別にみると表－２の通り、不良率 1 位は「空気圧不適正」で１９.１％、次いで

「タイヤ溝不足」２.８％「偏摩耗」２.５％の順となっております。 

不良率を２００６年の結果と比較すると、「空気圧不適正」が５.６ポイントの増加、「タイヤ溝不足」

は０.６ポイントの減少、「偏摩耗」も１.１ポイント減少となっています。

また、道路別でみた不良率を２００６年の結果と比較すると、高速道路では「空気圧不適正」「釘･

異物踏み」「外傷」で夫々０.９、０.８、０.３ポイントと増加しているものの、それ以外の２項目

「タイヤ溝不足」「偏摩耗」では減少しています。一方、一般道路では「偏摩耗」の１.９ポイント

「釘･異物踏み」が０.４ポイントと減少していますが、それ以外の項目では増加という結果となっ

ています。 

 

Ｎｏ.１１２７  平成２０年１月２５日

表－1 タイヤ点検の概要 



  

 

表－２ 道路別･タイヤ整備不良項目の内訳 

２００７年      対２００６年増減  

高速道路 一般道路 合  計 

     年 

    区分 

項目 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 
高速道路 一般道路 合  計

タイヤ溝不足 ４３ ３.２ ２２ ２.４ ６５ ２.８ -０.９ ０.３ -０.６

偏摩耗 ４９ ３.６ ８ ０.９ ５７ ２.５ -０.４ -１.９ -１.１

外  傷 １０ ０.７ ４ ０.４ １４ ０.６ ０.３ ０.３ ０.３

釘･異物踏み １６ １.２ ２ ０.２ １８ ０.８ ０.８ -０.４ ０.４

空気圧不適正 １９１ １４.０ ２４４ ２６.５ ４３５ １９.１ ０.９ １２.４ ５.６

そ の 他 ６１ ４.５ ２４ ２.６ ８５ ３.７ -１.２ -１.０ -１.３

計 ３７０     - ３０４     - ６７４     - - - - 

注）１．1台の車両で複数のタイヤ整備不良（項目）がある場合がある為、タイヤ整備不良車両台数とタイヤ整備不良件数は 

     必ずしも一致しない。 

注）２．「空気圧不適正」の件数は、空気圧不足と空気圧過多の合計である。 （ 空気圧不足:３８２件、空気圧過多:５３件 ）

    

 

 ３．車両グループ別ワースト１位は「貨物車」27.6％ 

   

    タイヤの整備状況を車両グループ別にみると表－３の通り、不良率ワースト１位は「貨 

  物車」２７.６％（２００６年結果に比べ６.８ポイントの増加）、次いで「乗用車」の２６. 

  ６％（同、３.１ポイント増加）と「貨物車」「乗用車」何れの車種でも増加となっており、 

  全体でも２００６年の結果に比べ３.８ポイント増加しています。グループ別の整備状況で 

  は、「乗用車グループ」では、普通乗合(３)以外全ての車種で増加となっています。また、 

  「貨物車グループ」では、普通貨物(１)の１４.８％をはじめ全ての車種で増加となっていま 

    す。 

 

表－３ 車種別･タイヤ整備不良台数の内訳 

車      種 点検車両（台） 不良車両（台） 不良率（％） 対２００６年増減 

普通乗合(２) ４０ ６ １５.０ １５.０

普通乗用(３) ５６９ １２５ ２２.０ －１.８

小型乗用(５.７) １,０６６ ２８５ ２６.７ ３.２

軽(８.５０) ２３１ ９１ ３９.４ １５.１

乗

用

車 

小  計 １,９０６ ５０７ ２６.６ ３.１

普通貨物(１) ９７ ３２ ３３.０ １４.８

小型貨物(４) １９８ ５１ ２５.８ ３.４

軽(６.４０) ７４ １９ ２５.７ ７.１

貨

物

車 
小  計 ３６９ １０２ ２７.６ ６.８

特種（８） ８ １ １２.５ －５.４

合  計 ２,２８３ ６１０ ２６.７ ３.８
注）（ ）内数字は、車種ナンバーを示す。 

  

 

４．車両グループ別・項目別ワースト１位は乗用車・貨物車共「空気圧不適正」 

 

 

 車両グループ別・項目別ワースト１位は表－４の通り、乗用車・貨物車共に「空気圧不  

 適正」となっており、不良率も「乗用車」２０.８％「貨物車」１０.３％となっていま 

 す。 

 

 

 

 

 



  

 

表－４ 車種別･タイヤ整備不良項目の内訳 

        項 目 

 

タイヤ溝  
不足 

偏摩耗 外  傷 釘･異物踏み 空気圧  
不適正 

そ の 他 合計 

車 種 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％  

普通乗合(2) 1 2.5 5 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.5 7

普通乗用(3) 10 1.8 7 1.2 1 0.2 5 0.9 97 17.0 17 3.0 137

小型乗用(5.7) 15 1.4 20 1.9 6 0.6 7 0.7 225 21.1 36 3.4 309

軽(8.50)  9 3.9 3 1.3 2 0.9 3 1.3 75 32.5 14 6.1 106

乗 

用 

車 

小  計  35 1.8 35 1.8 9 0.5 15 0.8 397 20.8 68 3.6 559

普通貨物(1) 12 12.4 16 16.5 2 2.1 1 1.0 0 0.0 8 8.2 39

小型貨物(4) 8 4.0 3 1.5 2 1.0 2 1.0 32 16.2 5 2.5 52

軽(6.40)  10 13.5 3 4.1 1 1.4 0 0.0 6 8.1 3 4.1 23

貨

物

車 
小  計  30 8.1 22 6.0 5 1.4 3 0.8 38 10.3 16 4.3 114

   特  種（8） 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 1

   合  計 65 2.8 57 2.5 14 0.6 18 0.8 435 19.1 85 3.7 674
 

注）１．1台の車両で複数のタイヤ整備不良（項目）がある場合がある為、タイヤ整備不良車両台数とタイヤ整備不良 

        件数は必ずしも一致しない。 

  ２.「空気圧不適正」の件数は、空気圧不足と空気圧過多の合計である。 

       （ 空気圧不足:３８２件、空気圧過多:５３件 ） 

     

 

 

【まとめ】 

 

   今回の結果をみると、タイヤ整備不良率の１位は例年同様「空気圧不適正」となって 

   おり、その不良率１９.１％も２００６年の結果に比べ５.６ポイントの増加おります 

     となっています。次いで「タイヤ溝不足」が２.８％、「偏摩耗」が２.５％となって 

     が、２００６年の結果に比べいずれの項目でも１.１ポイント、０.６ポイントの減少 

   となっています。 

   なお、それ以外の項目では「外傷」「釘･異物踏み」で僅かですが増加の傾向を示して 

   います。 

   これらの結果を受け、当会では今後も引き続き年間を通じたタイヤ点検の実施及び点 

   検時にタイヤ使用管理リーフレット「タイヤを上手にご使用いただくために」の配布 

   を行い、タイヤ適正使用への訴求を行うと共に「４月８日タイヤの日」の活動をはじ 

   めとした様々な安全啓発活動を展開していくこととしています。 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

       
           本件に関するお問い合わせ先 

      技術環境部 検査事故防担当：大 山、大 髙  

           電話 ０３－３４３５－９０９２ までお願い致します。 



１．２００７年 （１－１２月）路上タイヤ点検結果

年別

道路別 高速道路 一般道路 　　計

点検項目

点検回数（回） 23 15 38 22 -1 11 -4 33 -5

点検車両Ａ（台） 1,402 702 2,104 1,363 -39 920 218 2,283 179

タイヤ整備不良車両Ｂ（台） 336 145 481 334 -2 276 131 610 129

不良率Ｂ／Ａ（％） 24.0 20.7 22.9 24.5 0.5 30.0 9.3 26.7 3.8

件数・不良率 件数 不良率 件数 不良率 件数 不良率 件数 件数 件数

％ 増減 ％ 増減 ％ 増減

タイヤ溝不足 57 4.1 15 2.1 72 3.4 43 3.2 -0.9 22 2.4 0.3 65 2.8 -0.6

偏摩耗 56 4.0 20 2.8 76 3.6 49 3.6 -0.4 8 0.9 -1.9 57 2.5 -1.1

外傷（コードに達するもの） 6 0.4 1 0.1 7 0.3 10 0.7 0.3 4 0.4 0.3 14 0.6 0.3

釘・異物踏み 5 0.4 4 0.6 9 0.4 16 1.2 0.8 2 0.2 -0.4 18 0.8 0.4

空気圧不適正 184 13.1 99 14.1 283 13.5 191 14.0 0.9 244 26.5 12.4 435 19.1 5.6

その他 80 5.7 25 3.6 105 5.0 61 4.5 -1.2 24 2.6 -1.0 85 3.7 -1.3

計 388    - 164    - 552    - 370    -    - 304    -    - 674    -     -

注） １．１台の車両で複数のタイヤ整備不良（項目）がある場合がある為、タイヤ整備不良車両台数とタイヤ整備不良件数は必ずしも一致しない。

     ２．不良率：「タイヤ整備不良車両台数又は不良項目件数」/「点検車両台数」×100

     ３．高速道路とは自動車専用道路を含む。

     ４．「空気圧不適正」の件数は、空気圧不足と空気圧過多の合計である。

　（内訳　空気圧不足：382件　空気圧過多：53件）
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２．２００７年（１－１２月）路上タイヤ点検・車種別項目別結果

項目 タイヤ整備不良の項目内訳
点検車両 タイヤ整備 不良率

車種No. 不良車両 (%)
道路別 (A) (B) (B/A) 件  数 不良率 件  数 不良率 件  数 不良率 件  数 不良率 件  数 不良率 件  数 不良率

普通乗合(2) 39 6 15.4 1 2.6 5 12.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.6 7
普通乗用(3) 368 70 19.0 8 2.2 6 1.6 1 0.3 4 1.1 45 12.2 16 4.3 80

乗用車 小型乗用(5.7) 662 160 24.2 12 1.8 16 2.4 4 0.6 7 1.1 106 16.0 28 4.2 173
軽(8.50) 54 20 37.0 3 5.6 2 3.7 1 1.9 2 3.7 11 20.4 4 7.4 23
計 1,123 256 22.8 24 2.1 29 2.6 6 0.5 13 1.2 162 14.4 49 4.4 283

高速道路 普通貨物(1) 92 32 34.8 12 13.0 16 17.4 2 2.2 1 1.1 0 0.0 8 8.7 39
貨物車 小型貨物(4) 131 39 29.8 4 3.1 3 2.3 2 1.5 2 1.5 26 19.8 3 2.3 40

軽(6.40) 14 7 50.0 3 21.4 1 7.1 0 0.0 0 0.0 3 21.4 1 7.1 8
計 237 78 32.9 19 8.0 20 8.4 4 1.7 3 1.3 29 12.2 12 5.1 87

22 特種（８） 3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0
       回 合計 1,363 334 24.5 43 3.2 49 3.6 10 0.7 16 1.2 191 14.0 61 4.5 370

普通乗合(2) 1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0
普通乗用(3) 201 55 27.4 2 1.0 1 0.5 0 0.0 1 0.5 52 25.9 1 0.5 57

乗用車 小型乗用(5.7) 404 125 30.9 3 0.7 4 1.0 2 0.5 0 0.0 119 29.5 8 2.0 136
軽(8.50) 177 71 40.1 6 3.4 1 0.6 1 0.6 1 0.6 64 36.2 10 5.6 83
計 783 251 32.1 11 1.4 6 0.8 3 0.4 2 0.3 235 30.0 19 2.4 276

一般道路 普通貨物(1) 5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0
貨物車 小型貨物(4) 67 12 17.9 4 6.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 9.0 2 3.0 12

軽(6.40) 60 12 20.0 7 11.7 2 3.3 1 1.7 0 0.0 3 5.0 2 3.3 15
計 132 24 18.2 11 8.3 2 1.5 1 0.8 0 0.0 9 6.8 4 3.0 27

11 特種（８） 5 1 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 1
       回 合計 920 276 30.0 22 2.4 8 0.9 4 0.4 2 0.2 244 26.5 24 2.6 304
  普通乗合(2) 40 6 15.0 1 2.5 5 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.5 7

普通乗用(3) 569 125 22.0 10 1.8 7 1.2 1 0.2 5 0.9 97 17.0 17 3.0 137
乗用車 小型乗用(5.7) 1,066 285 26.7 15 1.4 20 1.9 6 0.6 7 0.7 225 21.1 36 3.4 309

軽(8.50) 231 91 39.4 9 3.9 3 1.3 2 0.9 3 1.3 75 32.5 14 6.1 106
計 1,906 507 26.6 35 1.8 35 1.8 9 0.5 15 0.8 397 20.8 68 3.6 559

合    計 普通貨物(1) 97 32 33.0 12 12.4 16 16.5 2 2.1 1 1.0 0 0.0 8 8.2 39
貨物車 小型貨物(4) 198 51 25.8 8 4.0 3 1.5 2 1.0 2 1.0 32 16.2 5 2.5 52

軽(6.40) 74 19 25.7 10 13.5 3 4.1 1 1.4 0 0.0 6 8.1 3 4.1 23
計 369 102 27.6 30 8.1 22 6.0 5 1.4 3 0.8 38 10.3 16 4.3 114

33 特種（８） 8 1 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 1
       回 合計 2,283 610 26.7 65 2.8 57 2.5 14 0.6 18 0.8 435 19.1 85 3.7 674

注） １．１台の車両で複数のタイヤ整備不良（項目）がある場合がある為、タイヤ整備不良車両台数とタイヤ整備不良件数は必ずしも一致しない。
     ２．不良率：「タイヤ整備不良車両台数又は不良項目件数」/「点検車両台数」×１００
     ３．高速道路とは自動車専用道路を含む。
     ４．「空気圧不適正」の件数は、空気圧不足と空気圧過多の合計である。
　　　　　（空気圧不足：382件　空気圧過多：53件）
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その他タイヤ溝不足 偏摩耗 釘・異物踏み 空気圧不適正
外    傷

（コードに達するもの）
計



３．２００６年、２００７年 （１－１２月）路上タイヤ点検不良項目別結果比較

項　目

車種NO.

道路別 ０６年 ０７年 増減 ０６年 ０７年 増減 ０６年 ０７年 増減 ０６年 ０７年 増減 ０６年 ０７年 増減 ０６年 ０７年 増減 ０６年 ０７年 増減

普通乗合(2) 0.0 15.4 15.4 0.0 2.6 2.6 0.0 12.8 12.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 2.6

普通乗用(3) 23.4 19.0 -4.4 4.3 2.2 -2.1 4.3 1.6 -2.7 0.4 0.3 -0.1 0.7 1.1 0.4 11.5 12.2 0.7 5.4 4.3 -1.1

乗用車 小型乗用(5.7) 24.1 24.2 0.1 2.8 1.8 -1.0 3.9 2.4 -1.5 0.2 0.6 0.4 0.3 1.1 0.8 15.1 16.0 0.9 6.1 4.2 -1.9

軽(8.50) 26.9 37.0 10.1 7.7 5.6 -2.1 1.9 3.7 1.8 0.0 1.9 1.9 0.0 3.7 3.7 17.3 20.4 3.1 7.7 7.4 -0.3

計 23.7 22.8 -0.9 3.6 2.1 -1.5 4.0 2.6 -1.4 0.3 0.5 0.2 0.4 1.2 0.8 13.6 14.4 0.8 5.8 4.4 -1.4

高速道路 普通貨物(1) 13.5 34.8 21.3 8.1 13.0 4.9 2.7 17.4 14.7 0.0 2.2 2.2 0.0 1.1 1.1 0.0 0.0 0.0 5.4 8.7 3.3

貨物車 小型貨物(4) 27.2 29.8 2.6 6.2 3.1 -3.1 5.1 2.3 -2.8 1.0 1.5 0.5 0.0 1.5 1.5 12.8 19.8 7.0 5.1 2.3 -2.8

軽(6.40) 25.8 50.0 24.2 0.0 21.4 21.4 0.0 7.1 7.1 3.2 0.0 -3.2 0.0 0.0 0.0 16.1 21.4 5.3 6.5 7.1 0.6

計 25.1 32.9 7.8 5.7 8.0 2.3 4.2 8.4 4.2 1.1 1.7 0.6 0.0 1.3 1.3 11.4 12.2 0.8 5.3 5.1 -0.2

特種（８） 25.0 0.0 -25.0 25.0 0.0 -25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 24.0 24.5 0.5 4.1 3.2 -0.9 4.0 3.6 -0.4 0.4 0.7 0.3 0.4 1.2 0.8 13.1 14.0 0.9 5.7 4.5 -1.2

普通乗合(2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

普通乗用(3) 25.2 27.4 2.2 1.4 1.0 -0.4 0.7 0.5 -0.2 0.7 0.0 -0.7 0.7 0.5 -0.2 20.3 25.9 5.6 7.0 0.5 -6.5

乗用車 小型乗用(5.7) 22.2 30.9 8.7 0.4 0.7 0.3 2.2 1.0 -1.2 0.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.0 17.8 29.5 11.7 3.6 2.0 -1.6

軽(8.50) 22.7 40.1 17.4 2.3 3.4 1.1 2.3 0.6 -1.7 0.0 0.6 0.6 0.0 0.6 0.6 19.3 36.2 16.9 4.5 5.6 1.1

計 23.1 32.1 9.0 1.0 1.4 0.4 1.8 0.8 -1.0 0.2 0.4 0.2 0.2 0.3 0.1 18.8 30.0 11.2 4.7 2.4 -2.3

一般道路 普通貨物(1) 21.0 0.0 -21.0 9.7 0.0 -9.7 9.7 0.0 -9.7 0.0 0.0 0.0 3.2 0.0 -3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

貨物車 小型貨物(4) 6.7 17.9 11.2 0.0 6.0 6.0 1.7 0.0 -1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 9.0 5.7 1.7 3.0 1.3

軽(6.40) 12.8 20.0 7.2 2.6 11.7 9.1 5.1 3.3 -1.8 0.0 1.7 1.7 0.0 0.0 0.0 5.1 5.0 -0.1 0.0 3.3 3.3

計 13.7 18.2 4.5 4.3 8.3 4.0 5.6 1.5 -4.1 0.0 0.8 0.8 1.2 0.0 -1.2 2.5 6.8 4.3 0.6 3.0 2.4

特種（８） 17.1 20.0 2.9 8.6 0.0 -8.6 5.7 0.0 -5.7 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 -2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0

合計 20.7 30.0 9.3 2.1 2.4 0.3 2.8 0.9 -1.9 0.1 0.4 0.3 0.6 0.2 -0.4 14.1 26.5 12.4 3.6 2.6 -1.0

普通乗合(2) 0.0 15.0 15.0 0.0 2.5 2.5 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 2.5

普通乗用(3) 23.8 22.0 -1.8 3.6 1.8 -1.8 3.5 1.2 -2.3 0.5 0.2 -0.3 0.7 0.9 0.2 13.6 17.0 3.4 5.8 3.0 -2.8

乗用車 小型乗用(5.7) 23.5 26.7 3.2 2.0 1.4 -0.6 3.4 1.9 -1.5 0.1 0.6 0.5 0.2 0.7 0.5 15.9 21.1 5.2 5.3 3.4 -1.9

軽(8.50) 24.3 39.4 15.1 4.3 3.9 -0.4 2.1 1.3 -0.8 0.0 0.9 0.9 0.0 1.3 1.3 18.6 32.5 13.9 5.7 6.1 0.4

計 23.5 26.6 3.1 2.8 1.8 -1.0 3.3 1.8 -1.5 0.2 0.5 0.3 0.4 0.8 0.4 15.2 20.8 5.6 5.5 3.6 -1.9

 合     計 普通貨物(1) 18.2 33.0 14.8 9.1 12.4 3.3 7.1 16.5 9.4 0.0 2.1 2.1 2.0 1.0 -1.0 0.0 0.0 0.0 2.0 8.2 6.2

貨物車 小型貨物(4) 22.4 25.8 3.4 4.7 4.0 -0.7 4.3 1.5 -2.8 0.8 1.0 0.2 0.0 1.0 1.0 10.6 16.2 5.6 4.3 2.5 -1.8

軽(6.40) 18.6 25.7 7.1 1.4 13.5 12.1 2.9 4.1 1.2 1.4 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 8.1 -1.9 2.9 4.1 1.2

計 20.8 27.6 6.8 5.2 8.1 2.9 4.7 6.0 1.3 0.7 1.4 0.7 0.5 0.8 0.3 8.0 10.3 2.3 3.5 4.3 0.8

特種（８） 17.9 12.5 -5.4 10.3 0.0 -10.3 5.1 0.0 -5.1 0.0 0.0 0.0 2.6 0.0 -2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5

合計 22.9 26.7 3.8 3.4 2.8 -0.6 3.6 2.5 -1.1 0.3 0.6 0.3 0.4 0.8 0.4 13.5 19.1 5.6 5.0 3.7 -1.3

注） １．１台の車両で複数のタイヤ整備不良（項目）がある場合がある為、タイヤ整備不良車両台数とタイヤ整備不良件数は必ずしも一致しない。

     ２．不良率：「タイヤ整備不良車両台数又は不良項目件数」/「点検車両台数」×100

     ３．高速道路とは自動車専用道路を含む。
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